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■［座談会］次代の薬局薬剤師の在り方と
は（竹中孝行，鎌形博展，孫尚孝，鈴木怜那）� �
� 1 ― 2 面

■［インタビュー］治療の伴走者として子ど
もの痛みと向き合う（加藤実）	 3 面
■［寄稿］画像所見と臨床情報を行き来し
診断を詰める（吉川聡司）� 4 面
■MEDICAL LIBRARY/［連載］睡眠外来
の診察室から� 5 ― 7 面

　2022年 7月，厚労省から「薬局薬剤師の業務及び薬局の機能に関するワーキ
ンググループとりまとめ――薬剤師が地域で活躍するためのアクションプラン」
（以下，アクションプラン）が発表された 1）。アクションプランでは，薬局薬剤
師は対人業務を充実させるなどして，今まで以上に地域医療を担うことが求め
られている。アクションプランで示された将来に向けて，これからの時代に必
要とされる薬局薬剤師の職能とは何か。「みんなで選ぶ薬局アワード」（註 1）
を主催する薬局支援協会で代表理事を務める竹中孝行氏を司会に，議論が展開
された。

（2面につづく）
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竹中　地域医療を担う一員としての薬
局薬剤師への期待の高まりを受け，
2015年に厚労省から「患者のための
薬局ビジョン」（以下，薬局ビジョン）
が発表されました 2）。薬局ビジョンで
は，全ての薬局が 2025年までにかか
りつけ機能を持つとの目標が掲げられ
たものの，その目標を達成できている
とは言い難い状況があります。
　そこで，2022年に厚労省からアク
ションプラン 1）が発表され，現状の課
題や薬局薬剤師に求められる行動指針
が示されました。また，2023年から
は電子処方箋の運用が開始されること
もあり，薬局薬剤師の在り方を見直す
時期が来ていると言えます。そこで本
日は，これからの薬局薬剤師の職能に
ついてお話しできればと思います。

現場で働く薬局薬剤師の 
アクションプランへの感想

竹中　まずはアクションプランの概要
について，薬剤師の立場で厚労省の
ワーキンググループに参加した孫先生
から解説していただけますか。
孫　アクションプランでは薬局薬剤師
に求める具体的な対策として，①対人
業務の充実，②対物業務の効率化，③
薬局薬剤師 DX，④地域における薬剤
師の役割の 4点を挙げています 1）。従
来，薬局薬剤師の業務は処方箋受付時
の調剤業務が主体でしたが，今後は調
剤後のフォローアップといった処方箋
受付時以外の対人業務へのシフトが求
められているのです。実現のためには，

対物業務を効率化し浮いた時間を充当
することも必要でしょう。他にも ICT
などを活用した患者フォローアップを
充実させたり，病院や他薬局との連携
を密にしたりして，地域に必要な医療
サービスを提供していくことが求めら
れています。
竹中　アクションプランが提案された
際，現場で働く薬剤師はどう感じたの
でしょうか。鈴木先生から教えてもら
えますか。
鈴木　感想が 3点あります。第一に，
対物業務の負担が軽くなっても，浮い
た時間内に対人業務が収まらないので
はとの懸念です。現場の感触として，
患者に服薬指導をした際に薬歴の記入
項目が多く，記入漏れがあると指導を
受けるので作業を簡略化できず，かな
りの時間を取られます。
孫　鋭いご意見ですね。ワーキンググ
ループによる議論の中でも薬歴の記載
に時間がかかることは指摘されていま
した。そこでアクションプランでは，
電子薬歴の入力アシスト機能を活用し
た定型文の有用性についても触れられ
ています。電子薬歴による頻用文書の
定型化を進めて業務が効率化すること
に期待したいです。
鈴木　第二に，外部委託する業務や委
託先に一定の条件が付けられています
が，条件が徐々に緩和される可能性も
あるのではないでしょうか。条件が緩
和され他業界の企業が処方薬の販売に
参入してきた場合，地域に根付いた個
人経営薬局の経営がたち行かなくなる
恐れがあります。災害時において薬局
は地域のインフラとしての機能を果た

すので，実店舗が全てなくなってしま
うのは不安です。
竹中　Amazonが処方薬のネット販売
事業への参入を検討しているとのニ
ュースが流れましたね。
孫　薬局業界を震撼させたのが記憶に
新しいです。2020年に内閣府が行っ
た「薬局の利用に関する世論調査」の
中で，現在かかりつけ薬剤師・薬局が
ある方に選んだ決め手を聞いたとこ
ろ，立地の近さではなく「信頼できる
薬剤師であるため」が一番多い結果と
なりました（図） 3）。ですので，地域住
民と信頼関係を築けている薬局はなく
ならないと考えます。薬局薬剤師は積
極的に患者にアプローチして信頼関係
を築いていくことが今後ますます求め
られます。
鈴木　第三に，現役世代への予防やヘ
ルスケアの啓発も忘れてはなりませ
ん。昨今では「薬剤師の在宅医療への
参入」が推奨されており，高齢者など
自宅療養する患者へのサポートが求め
られています。しかし，国から示され
る指針で在宅医療が注目されると皆が
そちらに注力し，結果として高齢者を
支える現役世代への意識が薄れる可能
性があります。
孫　重要な視点ですね。疾病予防とい
う観点で薬局の健康サポート機能の充
実は今後ますます求められていくでし
ょう。最近では予防に注力する自治体
も増えてきています。これまでそれぞ
れに現役世代への健康サポートに取り
組んでいた個々の薬局も，これからは

アクションプランから読み解く
　　　　生き残りをかけた戦略

同じような薬が重複して処方された場合，医
師に確認して薬の種類を減らしてくれるため

服用している全ての薬と食品の飲み合わせ
について確認してくれるため

病院や診療所，介護施設などと一緒になっ
て対応してくれるため

自宅や職場の近くなど行きやすい場所にあ
るため

生活状況や習慣などを理解してくれた上で，
薬についての説明などをしてくれるため

服用している全ての薬の飲み合わせについ
て確認してくれるため

信頼できる薬剤師であるため
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●図　  かかりつけ薬剤師・薬局を決めた理由（文献 3をもとに作成）
かかりつけ薬剤師・薬局を決めた理由として，「信頼できる薬剤師であるため」が最も多い結果
となった。回答のうち上位 7項目を抜粋して掲載。
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薬局間で連携したり自治体を巻き込ん
だりして行うサポートが必要でしょう。
竹中　薬局ビジョンで示された「かか
りつけ薬剤師・薬局が持つべき 3つの
機能」の 1つに，かかりつけ医を始め
とした医療機関等との連携強化が挙げ
られています 2）。これからは薬剤師の
可能性を医師にも積極的にアピールし
ていかなければなりません。
　鎌形先生は医師であると同時に薬剤
師の資格もお持ちで，過去に薬局勤務
もご経験がありますね。開業医の観点
からは門前薬局はあったほうが良いで
すか。
鎌形　ええ。医師としては助かります
し，おそらく患者にとっても医療機関
の近くに薬局があるのは助かるはずで
す。ただ，国としてはかかりつけ薬局

を増やすためにアクションプランを発
表したのでしょうが，全ての門前薬局
がかかりつけ機能を持つのは難しいと
個人的には感じます。現実として門前
薬局は，周辺の医療機関にかかる患者
以外とのつながりが生まれにくいから
です。
竹中　ありがとうございます。非常に
現実的なご意見だと思いました。薬剤
師が地域医療を担うには，医師をはじ
め他職種と連携していくことも必要で
す。薬局をよく利用する患者に何か異
変があれば受診勧奨をするなど，医師
がフォローしきれない部分を薬局がサ
ポートすることも期待されているので
しょう。

薬局のファンを増やし 
ブランディングしていく時代に

竹中　それでは，われわれ薬剤師は患
者をどうサポートできるのでしょう
か。患者に対する薬局の積極的な取り
組みを周知することを目的に，薬局支
援協会は「みんなで選ぶ薬局アワード」
を 2017年より開催しています。鈴木
先生の勤務する薬局は地域住民への健
康支援に関する取り組みが評価され，
2021年度「みんなで選ぶ薬局アワー
ド」の最優秀賞を受賞しましたね。取
り組みの詳細を教えてください。
鈴木　当薬局を利用する方を対象に，
世代別の女性向けヘルスケアや子ども
の性教育に関する健康講座を 2019年
から開催しています（写真）。最初は
手探りの状態からスタートし，これま
で累計 100人以上の方に参加していた
だきました。「親子で性教育のことが
学べる講座があるのは助かる」といっ
た感想が参加者から寄せられています。
竹中　まさに地域を支えることを目的
にした，患者への積極的なアプローチ
の好例ですね。参加者はどのように募
集したのですか。
鈴木　地道な声掛けと SNSによる発
信が主です。また，地域のローカル情
報を発信するWebマガジンに取り上
げていただいたこともあります。活動
の中で感じたのが，自身の存在が地域
に認知されている必要があることで
す。区役所や保健所に宣伝しにいった
際，最初は商売目的だと思われて見向
きもされませんでした。行政とも連携

して地域医療を担うには，「自分が何
者で，何を目的に活動しているか」を
伝えていく必要があるのです。
鎌形　興味深い話ですね。医療機関は
営利団体ではないので，健康講座を開
くときに目的を問われることはないと
思います。一方で，薬局ならではのメ
リットもあります。薬局は医療機関よ
りも患者との距離が近いからこそ，フ
ットワークを軽くしてさまざまなこと
にチャレンジできる点は強みですよね。
孫　持続的な活動のために，自治体に
公的事業として組み入れてもらうのも
一案だと思います。無償の活動ではい
ずれ限界がきますので，適切な報酬を
受けられる仕組みづくりを考えていく
ことも重要です。
竹中　利益性をある程度確保しつつ，
地域住民とのかかわりをつくって「薬
局のファンをいかに増やすか」が問わ
れています。2022年度の「みんなで
選ぶ薬局アワード」では，病児保育室
を運営する薬局やキッチンカーを出動
させて健康相談会を開く薬局などが紹
介されていました。すなわち，薬局も
ブランディングしていく時代に突入し
ているのです。
鈴木　地域によってさまざまな活動が
行われているのですね。求められる医
療は地域によって異なるので，薬局薬
剤師は地域住民の医療ニーズを把握
し，その地域に合ったアプローチを行
うことが大切です。
竹中　同感です。受動的ではなく，能
動的な姿勢が必要でしょう。診療報酬
点数ありき，制度ありきで行動を決め
るのではなく，先に動いて後から点数
や制度が付いてくるぐらいの積極性や
能動性が求められています。

時代の変化に対応し， 
地域医療を担うために

竹中　アクションプランで示された行
動指針の先に，日本の薬局業界はどう
変化していくのか。今後の展望や薬剤
師への期待をお聞かせください。
鎌形　当クリニックでは訪問診療も行
っており，薬剤情報の確認時は薬剤師
を頼りにしています。また私自身，研
修医時代に薬剤の選択で迷った際は，
薬剤師に頻繁に相談していました。地
域の中で信頼できる薬剤師がいると，
医師としてはとても助かります。薬局
には薬剤調整のセーフティーネットと
しての役割を期待したいですね。
鈴木　薬剤師の活躍できるフィールド
は多方面に広がっていくでしょう。薬
局薬剤師の中には調剤だけでなく，医
療機関や地域住民との信頼関係を築こ
うとしている人がいることも読者の方
には伝えたいです。自らロールモデル
となって，地域で活躍する薬局薬剤師
が増えていくことを願っています。
孫　これからの日本の薬局業界を考え
る上でカナダが参考になります。カナ

ダの薬局業界は十数年ほど前，今の日
本と同じような状況でした。かつては
薬の調剤・販売が薬局薬剤師の主な業
務だったものの，現在は業務内容が変
化し，州によっては薬の処方ができた
り注射が打てたりするところもありま
す。こうした急激な変化の過程で新し
い業務にすぐに適応できる／できない
の二極化が起こり，適応できなかった
人は生き残れませんでした。ですので，
日本でも薬局・薬剤師業界の視点だけ
でなく医療全体としてどのような変化
があり，その中で薬剤師に何が求めら
れているかを理解して行動できる人が
今後は活躍するのでしょう。
竹中　電子処方箋やオンライン服薬指
導，リフィル処方箋（註 2）など，薬
局業界ではホットなトピックが続々と
出てきています。これらが普及してく
ると，薬局が選ばれる理由として，こ
れまで以上に薬剤師の在り方が問われ
ていくはずです。そうした時代の変化
に対応し，地域医療を担う薬剤師が今
後増えていくことを読者の皆さまには
ぜひ期待していただければと思いま
す。 （了）

註 1：全国の薬局から患者へのアプローチを
創意工夫している薬局を表彰するイベント。
2017年から毎年開催され，2022年までに
100施設超のエントリーを集めている。
註 2：2022年度の診療報酬改定で導入され
た制度。一定期間内であれば同じ処方箋を反
復利用できる。医師の診察がなくても上限 3

回まで処方薬を受け取れるので，患者の「薬
を受け取るための来院」が減り，窓口業務の
負担減や医療費の抑制が期待される。

●写真　  OGP薬局荒川店での健康講座
参加者の世代別に，性教育講座（5歳～高校
生向け），あらかわ生理部（10～40代向け），
あらかわゆらぎ部（30代後半～50代向け），
あらかわ生き生き部（50代以降向け）の 4

種類の健康講座を開催している。

●たけなか・たかゆき氏
2008年共立薬科大（当時）を卒業後，MRと
して外資系製薬企業に入社。その後保険薬局
で勤務し，12年に株式会社バンブーを設立。
薬剤師として店頭に立ちながら，薬局 4店舗の
経営や介護事業などを展開する。16年に一般
社団法人薬局支援協会を設立し，翌年より薬局
の取り組みを紹介することを目的とした「みんな
で選ぶ薬局アワード」を開催している。Twitter 
ID：
●かまがた・ひろのぶ氏
2003年明治薬科大を卒業後，MRとして製薬
企業に入社する。その後，北里大医学部に編
入し，調剤薬局やドラッグストアで勤務しながら，
11年に卒業。卒業後は都立多摩総合医療セ
ンター，東京医大病院救命救急センターに勤
務。17年慶大大学院にてMBAを取得。19
年には街のクリニック立川・村山を開業，20年
医療法人社団季邦会理事長に就任する。
●そん・なおたか氏
2001年京都薬科大卒。三重県の調剤薬局で
薬剤師として勤務した後，03年に薬局を全国
展開する株式会社ファーマシィに入社。厚労
省の老人保健健康増進等事業や厚生労働科
学特別研究の構成員として調剤報酬改定に向
けたエビデンスの構築にかかわる。これらの取り
組みが評価され，アクションプランの検討の議
論に参加した。
●すずき・れいな氏
2012年北陸大卒。薬剤師としてOGP薬局に
勤務する傍ら，一般社団法人 SRHR pharma-
cy PROjectで代表を務めるなど，女性のヘルス
ケアや子どもの性教育をテーマに情報発信・啓
発活動を精力的に行う。薬局で開催している女
性向けの健康講座が評価され，「みんなで選ぶ
薬局アワード」で，OGP薬局荒川店が 2021
年度最優秀賞を受賞した。Twitter ID： -
apharma
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